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◇「withコロナ時代」を見据えた、スマートシティの推進や、
　北陵地域公民館の新築・整備事業などを含む
　補正予算を可決
◇福知山市農業振興地域整備計画の策定ほか
　２計画の変更について可決

　　
12
月
定
例
会

12月定例会で決まった主な案件
補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （万円未満切捨）

◇新型コロナウイルス感染症関連　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・高齢者等感染症拡大防止クーポン事業（衛生用品などの購入支援） 　　　　1億500万円
・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業（ワクチン接種のための準備）　971万円
・スマートシティ推進事業（モデル地区の自治会・農区と消防団へタブレット配布）667万円
・避難のあり方検討会モデル実施事業（モデル地区の自主防災組織にタブレット配布）66万円
◇教育集会所等移転統合事業（三岳地域の集会所、老人施設、消防団詰所の機能を集約化）

7150万円
◇北陵地域公民館整備事業（北陵地域公民館の新築・整備）　　　　　　　　　 4600万円
◇人件費補正（給与改定や採用・退職などに伴う人件費の過不足調整）　　　 ▲4935万円
　ほか
条例の一部改正

◇市長、副市長、教育長及び上下水道事業管理者の給与に関する条例、一般職職員の給与
に関する条例、会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正（期末手
当の引き下げ）

◇火災予防条例の一部改正（急速充電設備の規格の変更）
◇保育所条例の一部改正（下六人部保育園の民営化）　ほか
その他

◇公の施設に係る指定管理者の指定（三段池公園スポーツ施設、芦田均記念館　ほか）
◇物品の取得（教育用ソフトライセンス）
◇財産の無償譲渡（下六人部保育園建物）
◇福知山市農業振興地域整備計画の策定、新福知山市まちづくり計画（新市建設計画）の変更　ほか

議員提案議案
◇議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正（期末手当の引き下げ）
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11
月
30
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
の
24
日

間
に
わ
た
っ
て
12
月
定
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
28
議
案
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
う
ち
、
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
ほ
か
２
条
例
お
よ
び
議

員
提
案
の
条
例
の
一
部
改
正
を
11
月
30
日

に
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金
事
業
は
、
年
内
支
給
を
可
能
と
す
る

た
め
、
12
月
17
日
に
可
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
連
と
し
て
、
高
齢
者
の
感
染
予
防
の

た
め
の
衛
生
用
品
購
入
を
支
援
す
る
、
高

齢
者
等
感
染
症
拡
大
防
止
ク
ー
ポ
ン
事
業
、

ワ
ク
チ
ン
実
用
化
の
際
の
準
備
と
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

確
保
事
業
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
新
た
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
す

る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
、
条
例
の

改
正
な
ど
の
議
案
は
、
12
月
23
日
に
全
議

案
原
案
ど
お
り
に
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
12

月
10
日
、
11
日
、
14
日
の
３
日
間
で
行
わ
れ
、

18
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
議
会
に
は
、
延
べ
78
人
の
傍

聴
が
あ
り
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た
14
日
に

は
、
手
話
・
要
約
筆
記
の
通
訳
を
行
い
ま

し
た
。

12
月
定
例
会



3　議会だより　No.129

高
齢
者
等
感
染
症
拡
大
防
止

ク
ー
ポ
ン
事
業

問　
対
象
者
が
ク
ー
ポ
ン
券
を
受

け
取
る
方
法
は
。

答　
65
歳
以
上
の
方
、妊
娠
が
確

認
さ
れ
て
い
る
方
、身
体
障
害
者
手

帳
１
級・２
級
、療
育
手
帳
Ａ
を
お

持
ち
の
方
に
は
、こ
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
郵
送
す
る
。そ
れ
以
外
で
基
礎

疾
患
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、基
礎

疾
患
名
、か
か
り
つ
け
医
院
な
ど
の

確
認
が
必
要
な
た
め
、窓
口
で
の
受

け
付
け
と
併
せ
て
、密
を
避
け
る
観

点
か
ら
郵
送
に
よ
る
申
請
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業

問　
自
治
会
に
関
し
て
は
、タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
モ
デ
ル
地
区
に
配

布
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、モ

デ
ル
地
区
の
選
定
基
準
は
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
す

る
自
治
会
、モ
デ
ル
地
区
の
設
定
に

つ
い
て
は
、消
防
団
と
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
、分
団
が
構
成
さ
れ
る
地

区
単
位
と
し
、か
つ
、避
難
の
あ
り

方
検
討
会
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ

て
い
る
蓼
原
自
治
会
を
含
む
大
江

地
域
の
内
水
対
策
事
業
の
実
施
地

区
で
あ
る
河
西
地
区
お
よ
び
河
守

地
区
の
全
自
治
会
と
し
て
い
る
。

問　

消
防
団
に
関
し
て
、タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
現
場
で
の
指

示・指
令
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　
通
常
の
ウ
ェ
ブ
会
議
に
加
え
、

災
害
時
に
お
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
映
像
や
画
像
に
よ
り
、全

市
域
の
消
防
団
が
瞬
時
に
判
断
で

き
る
形
で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

災
害
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
検
証
し
て
災
害
対
応
能

力
の
強
化
に
努
め
た
い
。

旧
三
岳
小
学
校
法
面
崩
壊
対
策
事
業

問　

本
事
業
の
工
事
請
負
費

１
億
２
千
万
円
の
全
額
を
市
債
発

行
に
求
め
て
い
る
が
、他
の
財
源

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

答　
他
の
財
源
を
検
討
し
た
が
、

国
庫
補
助
金
、交
付
金
な
ど
の
手

当
て
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
の
中

で
京
都

府
お
よ

び
国
土

交
通
省

と
検
討

を
重
ね

国
土
強

靭
化
３

か
年
対

策
に
関
連
す
る
緊
急
自
然
災
害

防
止
対
策
事
業
債
を
充
て
る
こ
と

が
で
き
た
。こ
の
市
債
は
充
当
率

が
１
０
０
％
で
交
付
税
措
置
率
が

70
％
と
な
っ
て
お
り
、非
常
に
有

利
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。

都
市
公
園
指
定
管
理
料

問　

現
在
、都
市
公
園
は
い
く

つ
あ
る
の
か
。ま
た
毎
年
、１
億

２
８
７
４
万
５
千
円
の
指
定
管
理

料
と
な
っ
て
い
る
。適
正
か
つ
円

滑
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

こ
の
維
持
管
理
の
内
容
は
。

答　
都
市
公
園
は
現
在
92
公
園
で
、

面
積
は
１
７
４
ｈａ
で
あ
り
、そ
の
中

に
は
三
段
池
公
園
も
含
ま
れ
て
い

る
。適
切
な
維
持
管
理
を
す
る
た
め

に
、年
間
の
管
理
料
の
中
に
は
、科

学
館
、動
物
園
、長
安
寺
憩
い
の
家
、

ま
た
地
域
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
街
区
公
園
の
維
持
管
理
料
も
含

ま
れ
て
い
る
。大
き
な
公
園
で
あ
る

三
段
池
公
園
や
長
田
野
公
園
に
つ

い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
委
託
に
出
し
エ

リ
ア
を
分
け
て
草
刈
り
を
計
画
的

に
行
っ
て
い
る
。

審
査
結
果全

議
案
賛
成
で
原
案
可
決

予算審査委員会

高齢者等感染症拡大防止
クーポン事業など

16億9507万円 可決
12月
補正予算

病
院
事
業
に
お
け
る

手
術
ロ
ボ
ッ
ト
装
置
整
備
事
業

問　
福
知
山
市
民
病
院
の
手
術
ロ

ボ
ッ
ト
は
、舞
鶴
市
に
も
あ
る
と

思
う
が
、性
能
は
比
較
し
て
ど
う

か
、ま
た
導
入
効
果
は
。

答　
予
定
し
て
い
る
手
術
ロ
ボ
ッ

ト
は
、第
４
世
代
の
も
の
で
、舞
鶴

市
の
も
の
よ
り
性
能
は
、向
上
し
て

い
る
。導
入
効
果
に
関
し
て
は
、他

市
の
病
院
に
紹
介
し
て
い
た
患
者

様
が
、市
内
に
お
い
て
高
度
な
手
術

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、

患
者
様
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

旧三岳小学校周辺の法面導入される手術ロボット装置のイメージ

三段池公園（大はらっぱ広場）

委
員
会
審
査
報
告

見  本
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総
務
防
災
委
員
会

■
福
知
山
市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
及
び
上
下
水
道
事
業
管
理
者

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

問　
期
末
手
当
の
率
を
０
・
０
５

カ
月
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
る
そ

れ
ぞ
れ
の
引
き
下
げ
額
は
。

答　
市
長
が
５
万
３
７
６
３
円
、

副
市
長
が
４
万
３
７
０
０
円
、
教

育
長
が
３
万
９
３
８
８
円
で
あ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
福
知
山
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正

問　
電
気
自
動
車
バ
ッ
テ
リ
ー
の

大
型
化
に
よ
る
、
充
電
時
間
な

ど
の
具
体
的
な
説
明
が
欲
し
い
。

答　
こ
れ
ま
で
40
Ｋ
ｗ
の
バ
ッ
テ

リ
ー
搭
載
車
両
が
多
い
が
、
最
近

62
Ｋ
ｗ
バ
ッ
テ
リ
ー
搭
載
車
両
が

現
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
走
行
可

能
距
離
も
１
３
０
Ｋ
ｍ
く
ら
い
伸

び
る
。
こ
れ
ま
で
の
50
Ｋ
ｗ
の
急

速
充
電
設
備
で
62
Ｋ
ｗ
バ
ッ
テ

リ
ー
を
充
電
す
る

に
は
約
60
分
間
要

し
た
が
、
大
型
化

に
よ
り
仮
に
90
Ｋ

ｗ
の
急
速
充
電
設

備
の
場
合
、
充
電

時
間
は
約
半
分
に

な
る
。
大
型
化
に

対
応
し
た
条
例
改

正
で
あ
る
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

　 

教
育
厚
生
委
員
会

■
福
知
山
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
改
正

問　
大
江
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
廃

止
後
の
建
物
の
利
用
方
法
は
。

答　
一
部
は
、
現
在
美
鈴
小
学
校

で
開
設
し
て
い
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
移
転
候
補
地
と
し
て
準
備

を
進
め
、
令
和
４
年
度
に
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
残
り
の
部
分
は
、
教

育
委
員
会
の
倉
庫
や
書
庫
と
し
て

の
利
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
物
品
の
取
得
（
教
育
用
ソ
フ
ト

ラ
イ
セ
ン
ス
）

問　
学
習
ソ
フ
ト
の
主
な
機
能
や

利
用
方
法
は
。

答　
国
語
、
算
数
な
ど
５
教
科
の

ド
リ
ル
機
能
は
、
学
習
の
経
過
を

自
動
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が

ら
、
子
ど
も
に
応
じ
た
自
学
自
習

に
適
し
て
い
る
。
授
業
支
援
、
協

働
学
習
機
能
は
、
先
生
の
資
料
や

子
ど
も
が
書
い
た
も
の
を
み
ん
な

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
共
有
し
合

う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ソ
フ

ト
自
体
に
学
習
状
況
を
分
析
す
る

機
能
も
付
い
て
い
る
が
、
総
合
的

で
詳
細
な
分
析
は
福
知
山
公
立
大

学
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　 

産
業
建
設
委
員
会

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
川
北

橋
）

問　
減
額
変
更
の
理
由
は
。

答　
由
良
川
の
出
水
期
に
対
応
す

る
と
し
て
、
別
発
注
の
上
流
側
か

ら
橋
台
ま
で
の
築
堤
工
事
が
早
期

に
完
成
し
た
。
そ
の
た
め
、
橋
台

上
部
ま
で
堤
防
に
よ
っ
て
ア
プ

ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
当
初
計
画
し
て
い
た
橋
梁

の
桁
架
設
の
足
場
と
な
る
登
り
桟

橋
の
一
部
な
ど
が
不
要
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定

問　
指
定
管
理
者
を
「
三
段
池
総

合
公
園
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
運

営
共
同
事
業
体
」
と
し
た
こ
と
の

理
由
は
。

答　
施
設
そ
の
も
の
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
は
、
現
在
も
緑
化
協
会

が
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

市
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
を

考
え
る
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
か
か

わ
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
ソ
フ

ト
事
業
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
発

揮
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
さ
ら

な
る
有
効
活
用
が
図
れ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
一
般
財
団
法
人
福
知

山
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
加
え
た
二
者

の
共
同
事
業
体
と
し
て
応
募
を
受

け
た
。　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

議案に対する討論

議題97号～議題120号　令和2年度一般会計補正予算（第10号）ほか
　　　「コロナ禍に、市民の命を守る予算」…………………………………………… 田渕　裕二
　本定例会は、新型コロナウイルス感染症関連に関わる感染拡大防止や予防対策への補正予算
で、中でも「高齢者等感染症拡大防止クーポン事業」は、高齢者や妊産婦・基礎疾患のある方
に感染予防衛生用品の購入を支援し、感染症から「命と生活を守る」ために必要な新規事業で
あり、その他の全ての議案に賛成する。

市会発意第3号　核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書

　　　「核兵器禁止条約に署名と批准を」……………………………………………… 紀氏百合子
　核兵器禁止条約が2021年1月22日から発効し、核兵器は国際社会で正式に違法となる。世界
中から核兵器を廃絶するために、世界で唯一の戦争被爆国である日本の政府は、1日も早く核
兵器禁止条約の署名と批准を行ない、それまでの間、オブザーバーとして締約国会議と検討会
議に参加するよう求める意見書に賛成する。

賛 成

賛 成

委
員
会
審
査
報
告

討
　
論
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　　　「日本は核保有国の橋渡し役に」………………………………………………… 大谷　洋介
　核兵器を初めて違法とする国際法規範が誕生したとして、高く評価している。しかし、核兵
器保有国が条約に反対し、日本も条約を批准しない方針だ。唯一の戦争被爆国である日本が橋
渡し役を積極的に担うべきである。核兵器保有国も参加している核拡散防止条約（NPT）再検
討会議で、日本が合意形成をリードすることである。

反 対

請願第3号　国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級の前進を求める請願
■請願者／福知山の子どもと教育を考える会（福知山教育ネット）

代表　夜久　弘明  氏
■目　的／子どもたちのいのちと健康を守り、成長と発達を保障するため、緊急に20人程度で

授業ができるよう、教職員増と教室の確保を国の責任で行うこと。また、少人数学
級を実現するため、標準法を改正し教職員定数改善計画を立てることを求める。

■請願賛成討論　
「教育が変わる今、少人数学級へ」……………………………………………………… 金澤　栄子
　新型コロナウイルス感染症の拡大で子どもたちの学習環境は大きく変わった。感染予防のた
めに十分な距離の確保と、一人ひとりに行き届いた教育を保障するため、少人数学級の実現と
教員の確保が必要だと全国の534議会は意見書を可決している。中学校の学級標準を引き下げ
るためにも今こそ意見書を上げることが大きな力となる。
■請願反対討論　
「教室数や教師数の不足などで反対」…………………………………………………… 小松　遼太
　20人学級の実現は、教室数や教師数の不足などにより、実現の可能性が低く、そして学力向
上という観点では、学術的な根拠に乏しい。
　教育予算の拡充は重要だが、ギガスクール構想でテクノロジーを駆使した学びの充実、教員
の働き方改革や市民の公教育への理解などしなやかな対応が求められ、予算配分は総合的判断
が必要。
■議決結果／不採択

請願第4号　小・中学校の特別教室にエアコン設置を求める請願
■請願者／福知山の子どもと教育を考える会（福知山教育ネット）

代表　夜久　弘明  氏
■目　的／令和元年12月定例会で採択された「教育予算の増額、保護者負担の軽減を求める」

請願の趣旨に添い、小学校・中学校の特別教室に早急に年次計画を明らかにしたエ
アコンの設置を求める。

■請願賛成討論　
「年次計画で特別教室にエアコンを」…………………………………………………… 中村　初代
　子どもたちと教員の健康を守り、学習環境の改善のために、小・中学校の特別教室にエアコ

市民の皆さんからの請願審査請
願
・
討
論
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ン設置が急がれている。福知山市の設置率は29％で府下では下から2番目である。福知山市学
校施設長寿命化計画を進める中で、早急に年次計画を明らかにして、猛暑にも快適な環境で、
学習や部活動に取り組めるよう、請願に賛成する。
■請願反対討論　
「広く総合的に優先順位を付け整備」…………………………………………………… 藤本　喜章
　エアコン設置による教育環境の充実は十分理解できるが、学校施設の老朽化対策が急務であ
り、トイレの洋式化など多くの課題が山積し、エアコン設置に特化することなく、総合的に優
先順位を付けた整備が必要。市税収入などの減少で自主財源での整備は難しく、国などの財源
も必要であり、現時点でのエアコン設置年次計画策定は困難。
■議決結果／不採択

請願第5号　「加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書」の提出に関する請願
■請願者／全日本年金者組合　京都・福知山支部

支部長　堀　　昭子  氏ほか1名
■目　的／加齢性難聴者のための補聴器購入に対する公的補助制度創設の意見書の提出を求める。
■請願賛成討論　
「高齢者の難聴施策は国民的課題」……………………………………………………… 金澤　栄子
　加齢による難聴は75歳を超えると急速に増加し、日常生活に支障をきたすとともに、認知症
の危険因子の一つにあげられている。早期に補聴器を使用し訓練と調節することで、言葉を聞
き取れると専門家は指摘しているが、補聴器は高額で年金生活者には負担である。補聴器購入
に対する公的制度の創設を国に求めることに賛成する。
■請願反対討論　
「補聴器と認知症の関係が研究段階」…………………………………………………… 吉見　茂久
　補聴器装用による認知症予防効果の有無について内閣府所管の国立研究開発法人日本医療研
究開発機構で研究がされており、現段階では科学的根拠が実証されていない。また、現在の補
聴器購入助成対象の拡大となれば、加齢性に限らず新生児や新生児以降遅れて生じるなど先天
性、後天性ともに総合的な支援を幅広く検討すべき。
■議決結果／不採択

請願第6号　加齢性（老人性）難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める請願
■請願者／合同会社　社会福祉士事務所つゆくさ

代表　田中八州男  氏
■目　的／難聴のある人をはじめとした「聞こえ」に障害のある人が早期に補聴器等を購入し

やすくするための公的補助制度の創設を求める。
■請願反対討論　
「財政事情から市単独実施は慎重に」…………………………………………………… 吉見　茂久
　難聴は認知症の危険因子のひとつとされ、聞こえの改善の支援に補聴器は生活を補うため
の一助として有効であると思う。現在、障害者総合支援法の枠で補助対象の方に補聴器購入の
際、補助がある。
　しかし、市の単独事業として公的補助制度創設は、財政的課題を踏まえると、慎重になるべ
きと考える。
■議決結果／不採択

請
願
・
討
論
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12 月定例会の議決結果について

議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 大志

の会
福知山
未来の会 新政会

無
会
派

大
谷　
洋
介

足
立　
伸
一

吉
見　
茂
久

吉
見　
純
男

塩
見
卯
太
郎

紀
氏
百
合
子

中
村　
初
代

金
澤　
栄
子

野
田　
勝
康

髙
橋　
正
樹

足
立　
治
之

桐
村　
一
彦

馬
谷　
明
美

森
下　
賢
司

田
中　
法
男

小
松　
遼
太

中
嶋　
　
守

柴
田　
　
実

田
渕　
裕
二

大
槻　
泰
德

藤
本　
喜
章

尾
嶋　
厚
美

荒
川　
浩
司

請願第3号 国の責任による「20人学級」を展望
した少人数学級の前進を求める請願

不
採
択
× × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○

請願第4号 小・中学校の特別教室にエアコン設置
を求める請願

不
採
択
× × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○

請願第5号
「加齢性難聴者の補聴器購入に対する
公的補助制度の創設を求める意見書」
の提出に関する請願

不
採
択
× × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○

請願第6号
加齢性（老人性）難聴者の補聴器購入
に対する公的補助制度の創設を求める
請願

不
採
択
× × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○

市会発意
第3号

核兵器禁止条約の署名・批准を求める
意見書

否
決 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × × × ○

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　　※ 芦田眞弘議員（新政会）は議長職のため表決に加わっていません。  　所属会派は、12月23日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■全員賛成で可決となった議案

議第94号 福知山市長、副市長、教育長及び上下水道事業管理
者の給与に関する条例の一部改正

議第95号 福知山市一般職職員の給与に関する条例の一部改正

議第96号 福知山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部改正

議第97号 令和2年度一般会計補正予算 （第10号）
（議決までは第9号）

議第98号 令和2年度国民健康保険事業特別会計補正予算
 （第3号）

議第99号 令和2年度国民健康保険診療所費特別会計補正予算 
（第2号）

議第100号 令和2年度介護保険事業特別会計補正予算（第3号）

議第101号 令和2年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算 
（第2号）

議第102号 令和2年度病院事業会計補正予算（第4号）

議第103号 福知山市火災予防条例の一部改正

議第104号 福知山市保育所条例の一部改正

議第105号 福知山市学校給食センター設置条例の一部改正

議第106号 福知山北部地域多目的グラウンド条例の一部改正

議第107号 工事請負契約の変更（川北荒木線（川北橋）左岸上部
工工事） 

議第108号 物品の取得（教育用ソフトライセンス　3年間利用
ライセンス一式）

議第109号 財産の無償譲渡（市立下六人部保育園の用に供して
いる建物）

議第110号 公の施設に係る指定管理者の指定
（福知山市高齢者福祉センター）

議第111号 公の施設に係る指定管理者の指定
（福知山市三和町高齢者生活福祉センター）

議第112号 公の施設に係る指定管理者の指定
（三段池公園スポーツ施設）

議第113号 公の施設に係る指定管理者の指定
（福知山市民運動場、市民体育館ほか）

議第114号 公の施設に係る指定管理者の指定
（福知山市芦田均記念館）

議第115号 公の施設に係る指定管理者の指定
（福知山市温水プール）

議第116号 公の施設に係る指定管理者の指定
（福知山市都市公園）

議第117号 公の施設に係る指定管理者の指定
（福知山市都市緑化植物園ほか）

議第118号 新福知山市まちづくり計画（新市建設計画）の変更

議第119号 過疎地域自立促進市町村計画の変更

議第120号 福知山市農業振興地域整備計画の策定

議第121号 令和2年度一般会計補正予算 （第9号） 
（議決までは第10号）

市会発議第1号 福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正

議
決
結
果
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ここが聞きたい！  12月定例会

一 般 質 問
　　　各会派から18議員が質問に登壇！

１．福知山市議会公明党
　　吉見　茂久  議員
２．日本共産党福知山市会議員団
　　金澤　栄子  議員
３．蒼士会
　　野田　勝康  議員
４．大志の会
　　馬谷　明美  議員
５．福知山未来の会
　　森下　賢司  議員
６．新政会
　　藤本　喜章  議員
７．日本共産党福知山市会議員団
　　紀氏百合子  議員

８．日本共産党福知山市会議員団
　　吉見　純男  議員
９．新政会
　　柴田　　実  議員
10．新政会
　　田渕　裕二  議員
11．福知山市議会公明党
　　大谷　洋介  議員
12．新政会
　　尾嶋　厚美  議員
13．日本共産党福知山市会議員団
　　塩見卯太郎  議員
14．無会派
　　荒川　浩司  議員

15．蒼士会
　　足立　治之  議員
16．福知山未来の会
　　中嶋　　守  議員
17．福知山未来の会
　　小松　遼太  議員
18．日本共産党福知山市会議員団
　　中村　初代  議員

問　
市
長
が
公
約
さ
れ
た
三

和
荘
の
運
営
形
態
を
問
う
。

答　
三
和
荘
お
よ
び
関
連
施

設
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
な
ど
の

公
共
施
設
で
あ
る
が
、
宿
泊
、

入
浴
、
飲
食
施
設
は
公
共
施

設
利
用
者
の
利
便
に
供
す
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
企

業
関
係
者
も
利
用
す
る
観
点

か
ら
、
公
共
的
側
面
も
あ
る

施
設
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
よ

り
効
率
・
効
果
的
に
運
営
す

る
に
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
、
さ
ら
に
新
た
な

公
共
機
能
を
加
え
、
施
設
全

体
を
行
政
財
産
と
し
て
、
市

が
直
営
で
運
営
し
て
い
く
。

今
後
も
利
用
者
が
、
よ
り
集

え
る
施
設
と
な
る
よ
う
必
要

な
投
資
も
行
い
、
さ
ら
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
げ

た
い
。

問　
三
和
荘
が
持
つ
交
流
拠

点
機
能
と
は
。

答　
今
ま
で
よ
り
気
軽
に
訪

れ
や
す
く
利
用
し
や
す
い
施

設
と
す
る
た
め
多
目
的
ホ
ー

ル
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
に

加
え
、
産
業
振
興
を
担
う
長

田
野
工
業
団
地
ア
ネ
ッ
ク
ス

京
都
三
和
の
企
業
間
、
地
域

間
と
の
連
携
な
ど
の
機
能
を

配
置
し
、
そ
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
文
化
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
実
施
す
る
生
涯

学
習
な
ど
の
機
能
を
配
置
し
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
満
足

度
向
上
に
つ
な
が
る
施
設
に

し
て
い
き
た
い
。
（
市
長
）

運営形態について検討されてきた三和荘

検討されてきた三和荘運営形態は
民間も活用し施設全体を市が直営

Q

A
　　　　　　福知山市議会公明党

吉見　茂久  議員

その他の質問

・放課後児童クラブの現状及び指導員の働く環
境と人員確保は
・有害鳥獣対策について

※この一般質問の掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。

録画配信中！
一般質問の
録画配信は
こちらから

スマートフォンからもご覧になれます

質問議員

一
般
質
問
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問　
長
田
野
工
業
団
地
は
本

市
の
中
核
施
設
と
考
え
る
が
、

立
地
企
業
の
納
税
額
と
市
税

収
入
に
占
め
る
割
合
は
令
和

元
年
度
で
何
％
か
。

答　

立
地
企
業
の
納
税
額

は
、
令
和
元
年
度
決
算
で

26
億
７
６
４
万
４
千
円
で
あ

る
。
ま
た
、
本
市
の
市
税
収

入
に
占
め
る
割
合
は
、
21
・

45
％
で
あ
る
。（

財
務
部
長
）

問　
福
知
山
市
の
中
核
施
設

で
あ
る
長
田
野
工
業
団
地
に

対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

答　
国
内
有
数
の
内
陸
型
工

業
団
地
で
、
本
市
の
地
域
経

済
の
中
心
的
存
在
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。
直
近

の
工
業
製
品
出
荷
額
は
約

２
９
９
２
億
円
で
就
業
者
数

は
約
６
６
０
０
人
、
市
内
在

住
者
は
約
８
割
を
占
め
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
事
か
ら
、

本
市
の
経
済
お
よ
び
雇
用
の

大
黒
柱
で
あ
る
。
（
市
長
）

問　
長
田
野
工
業
セ
ン
タ
ー

が
管
理
す
る
企
業
交
流
プ
ラ

ザ
は
、
築
後
50
年
が
経
過
す

る
。
耐
震
構
造
で
も
な
く
老

朽
化
も
著
し
い
。
そ
の
対
策

は
。

答　
平
成
30
年
に
策
定
し
た

「
長
田
野
工
業
団
地
利
活
用

増
進
計
画
」
で
、
企
業
交
流

プ
ラ
ザ
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
か

ら
検
討
す
べ
き
と
位
置
付
け

て
い
る
。
今
後
、
立
地
企
業

の
皆
様
や
京
都
府
の
協
力
を

得
て
、
建
て
替
え
や
修
繕
を

検
討
し
て
い
く
。

（
産
業
政
策
部
長
）

老朽化が激しい企業交流プラザ
（長田野工業センター）

企業交流プラザの老朽化対策は
京都府の協力を得て検討していく

Q

A
　　　　　　蒼士会

野田　勝康  議員

その他の質問

・福知山市の職員採用に関する考え方
について

問　
来
年
４
月
か
ら
１
人
１

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
教

育
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
始
ま
る
。

通
信
環
境
整
備
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
配
置
・
教
員
の
研
修
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の
進
捗
状
況
は
。

答　
ハ
ー
ド
整
備
は
通
信
環

境
を
整
え
、
ソ
フ
ト
関
連
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
向
上
に
む
け
、

指
定
校
や
教
職
員
有
志
が
研

究
を
進
め
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
は
各
ク
ラ

ス
担
任
が
中
心
に
行
う
。

（
教
育
長
）

問　
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
保
護

者
負
担
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

答　
現
在
、
自
習
ド
リ
ル
は

保
護
者
購
入
と
な
っ
て
い
る

が
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
も

保
護
者
負
担
が
増
加
し
な
い

よ
う
に
検
討
を
進
め
る
。

問　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
へ
変

わ
る
方
向
性
も
出
て
い
る
が

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
長

時
間
使
用
に
よ
る
視
力
低
下

な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答　
文
部
科
学
省
も
、
効
果

的
な
活
用
の
在
り
方
等
に
関

す
る
検
討
を
進
め
て
い
る
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
全
て
を
置
き

換
え
る
も
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
手
段
。
対
面
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
大
切
に

し
、
健
康
面
や
効
果
も
含
め

適
切
に
進
め
て
い
く
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

市内指定校でタブレット型パソコンを導入
グループの「調べ学習」に活用

「教育のデジタル化」どう進める
保護者負担が増加しないよう検討

Q

A
　　　日本共産党福知山市会議員団

金澤　栄子  議員

その他の質問

・市民と進めるエネルギー地産地消・再エネプ
ロジェクトについて
・高齢期を支える介護支援の現状と今後につ

いて
一
般
質
問
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問　
28
施
設
あ
る
農
村
研
修

集
会
施
設
の
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
進
捗
状
況
は
。

答　
令
和
２
年
11
月
末
で
28

施
設
中
23
施
設
で
合
意
済
み
。

そ
の
内
訳
は
、
地
元
譲
渡
17

施
設
、
用
途
廃
止
５
施
設
、

存
続
１
施
設
だ
。
譲
渡
17
施

設
は
改
修
に
向
け
て
地
元
調

整
を
重
ね
て
お
り
、
内
８
施

設
で
事
業
着
手
し
た
。

（
市
長
）

問　
譲
渡
17
施
設
は
、
申
請

取
り
下
げ
も
可
能
で
あ
り
、

17
施
設
全
て
が
譲
渡
決
定
と

は
認
識
し
て
い
な
い
。
農
村

研
修
集
会
施
設
は
小
学
校
区

単
位
の
公
民
館
な
ど
活
動
拠

点
に
も
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

維
持
を
考
え
る
な
ら
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
対
象
か
ら
除
外

で
き
な
い
か
。

答　
地
元
譲
渡
に
よ
り
自
由

度
の
高
い
利
活
用
が
図
れ
、

方
針
変
更
す
る
こ
と
な
く
一

貫
し
て
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
。　
（
財
務
部
長
）

問　
広
域
避
難
所
に
な
っ
て

い
る
集
会
施
設
は
、
避
難
の

あ
り
方
検
討
会
の
議
論
と
リ

ン
ク
さ
せ
て
考
え
る
、
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
最
終
取
り

ま
と
め
が
で
き
た
と
し
て
も
、

方
針
見
直
し
の
可
能
性
は
な

い
の
か
。

答　
年
度
内
予
定
の
最
終
取

り
ま
と
め
の
方
向
性
も
踏
ま

え
て
、
地
域
と
さ
ら
に
し
っ

か
り
協
議
調
整
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
（
危
機
管
理
監
）

地元譲渡対象になっている農村研修集会施設
（菟原基幹集落センター）

集会施設地元譲渡方針は見直しを
地域と協議調整を行う必要がある

Q

A
　　　　　　福知山未来の会

森下　賢司  議員

その他の質問
・福知山公立大学の将来計画は
・国勢調査を振り返って
・植物油を使用したバイオマス発電所問題

への対応は

問　
大
江
地
域
の
公
共
交
通

再
編
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答　
大
江
地
域
の
６
カ
所
で

住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
現

在
の
状
況
と
交
通
再
編
の
考

え
方
を
説
明
し
た
。　

  

（
市
長
）

問　
地
域
か
ら
の
意
見
や
要

望
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
公
共
交
通
の
再
編
に
当

た
っ
て
は
、
公
共
交
通
空
白

地
有
償
運
送
の
導
入
を
検
討

し
て
お
り
、
実
施
主
体
と
な

る
団
体
に
つ
い
て
地
域
と
調

整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
ど
ん
な
特
色
が
あ
る
の

か
。

答　
法
律
な
ど
関
係
法
令
の

改
正
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
制
限
さ
れ
て
い
た
観
光
客

の
利
用
と
交
通
事
業
者
の
参

画
が
可
能
に
な
っ
た
。

問　
地
域
か
ら
は
ど
の
よ
う

な
意
見
が
出
て
い
る
か
。

答　
市
バ
ス
が
減
便
さ
れ
る

と
、
移
動
手
段
が
無
く
な
る

不
安
。
観
光
に
対
す
る
後
退

の
心
配
。
料
金
や
利
用
方
法
、

実
施
体
制
が
ど
う
な
る
の
か
。

問　
具
体
的
な
運
行
内
容
は
。

答　
生
活
利
用
に
つ
い
て
は
、

会
員
が
所
有
の
自
家
用
車
に

よ
る
、
予
約
制
の
運
行
で
あ

る
。

問　
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
か
。

答　
ド
ラ
イ
バ
ー
会
員
の
確

保
や
交
通
事
故
の
対
応
な
ど

で
あ
る
。（

建
設
交
通
部
長
）

市バス大江山の家線、大江山の家バス停

公共交通空白地有償運送について
大江地域の公共交通再編の検討

Q

A
　　　　　　大志の会

馬谷　明美  議員

その他の質問

・大江地域の伝統である丹後二俣紙につ
いて
・市内の三駐車場の利用状況について

一
般
質
問
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問　
施
設
の
貸
付
事
業
者
の

募
集
に
応
募
が
な
か
っ
た
原

因
分
析
と
今
後
の
改
善
策
は
。

答　
10
万
㎡
に
６
施
設
が
点

在
し
一
体
的
な
経
営
が
難
し

い
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
。

応
募
し
や
す
い
条
件
、
活
用

方
法
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

問　
指
定
管
理
終
了
の
来
年

４
月
か
ら
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
提

案
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
公
募

な
ど
で
各
施
設
を
運
営
で
き

る
事
業
者
を
募
る
。

問　
来
年
４
月
１
日
か
ら
民

間
貸
付
で
運
営
開
始
か
。

答　
４
月
貸
付
で
進
め
て
い

る
。
事
業
者
が
新
た
な
事
業

展
開
の
た
め
改
修
す
る
な
ら
、

改
修
期
間
は
必
要
と
思
う
。

ま
た
年
度
当
初
か
ら
施
設
全

体
を
運
営
す
る
事
業
者
の
決

定
が
厳
し
い
場
合
も
予
想
さ

れ
る
。

問　
今
ま
で
「
存
続
」
が
既

定
の
方
針
だ
と
い
っ
て
き
た
。

業
者
選
定
が
で
き
な
か
っ
た

ら
直
営
で
維
持
す
る
の
か
。

答　
今
後
も
持
続
可
能
な
形

に
な
る
よ
う
に
応
募
条
件
な

ど
い
ま
検
討
し
て
い
る
。

問　
１
回
目
の
募
集
は
有
償

で
全
施
設
一
括
貸
付
だ
っ
た

が
、
無
償
や
分
割
し
て
の
募

集
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答　

１
回
目
の
応
募
が
無

か
っ
た
の
で
、
貸
し
付
け
条

件
や
施
設
ご
と
の
募
集
も
検

討
し
て
い
る
。

（
地
域
振
興
部
長
）

約10万㎡に多数の施設が点在する道の駅「農匠の
郷やくの」周辺（本市のホームページより）

「農匠の郷やくの」必ず存続を
厳しい状況が予想されている

Q

A
　　　日本共産党福知山市会議員団

紀氏百合子  議員

その他の質問
・民間森林の経営管理事業について
・非正規職員の処遇改善について
・特定健診の受診率向上について
・空き家対策について
・夜久野農業者トレーニングセンターのトイレの利用について

問　
将
来
計
画
の
趣
旨
や
目

的
、
本
市
に
お
け
る
大
学
の

位
置
づ
け
と
活
性
化
の
推
進

は
。

答　
将
来
計
画
は
令
和
４
年

度
か
ら
６
年
間
の
福
知
山
公

立
大
学
の
次
期
中
期
目
標
、

中
期
計
画
の
骨
子
と
な
る
も

の
。
本
市
と
し
て
も
、
福
知

山
公
立
大
学
が
有
す
る
文
理

そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
し
て
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
デ※

ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
、

人
材
育
成
、
ロ
ー
カ
ル
シ
フ

ト
に
も
対
応
し
た
新
た
な
産

業
の
創
出
な
ど
に
つ
な
げ
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。　
　
　
　
（
市
長
）

問　
情
報
学
部
大
学
院
設
置

の
意
義
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
大
学
院
設
置
は
「
知
の

拠
点
」
整
備
構
想
の
中
で
将

来
課
題
と
位
置
付
け
て
い
た
。

有
識
者
会
議
に
提
案
さ
れ
た

計
画
で
は
、
文
理
双
方
の
知

見
を
集
め
、
情
報
技
術
を
地

域
に
お
い
て
実
際
に
サ
ー
ビ

ス
化
や
ビ
ジ
ネ
ス
化
で
き
る

高
度
な
研
究
教
育
に
取
り
組

み
、
企
業
の
研
究
開
発
責
任

者
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
起
業

家
な
ど
、
社
会
を
け
ん
引
す

る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
標

と
し
て
い
る
。
情
報
学
部
１

期
生
が
進
学
で
き
る
よ
う
令

和
６
年
度
設
置
を
目
指
す
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

（
市
長
公
室
長
）

大学院設置を待つ、福知山公立大学

福知山公立大学の将来計画策定は
令和６年度の大学院設置を目指す

Q

A
　　　　　　新政会

藤本　喜章  議員

その他の質問

・避難所利用情報の提供について
・新型コロナ対策のその後と福知山ならではの

教育（福知山ラーニングイノベーション・プ
ロジェクト）について

※デジタルトランスフォーメーション（DX）…「ITの浸透が人々の生活のあらゆる面でより良い方向に変化させる」という概念

一
般
質
問
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問　
環
境
省
は
ペ
ッ
ト
販
売

店
な
ど
で
取
り
扱
う
犬
猫
頭

数
の
上
限
基
準
を
設
定
す
る

と
し
て
い
る
。
全
国
で
は
犬

は
約
８
７
９
万
頭
、
猫
は
約

９
７
７
万
頭
飼
養
さ
れ
て
い

る
と
聞
く
が
、
本
市
の
状
況

は
。

答　
犬
は
狂
犬
病
予
防
法
に

基
づ
く
登
録
頭
数
と
し
て

４
０
６
５
頭
、
猫
は
根
拠
と

な
る
法
令
が
な
い
た
め
把
握

で
き
な
い
。　
　
（
市
長
）

問　
犬
猫
の
殺
処
分
数
が
激

減
し
て
い
る
の
は
、
動
物
保

護
団
体
や
個
人
に
よ
る
里
親

探
し
や
譲
渡
会
活
動
が
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
る
。

市
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
活

動
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
野
良
猫
の
増
加
や
ふ

ん
尿
被
害
に
対
し
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答　
動
物
保
護
団
体
は
動
物

の
愛
護
や
適
正
な
管
理
を
進

め
て
行
く
上
で
重
要
な
役
割

を
担
う
存
在
と
考
え
る
。
今

後
も
京
都
府
中
丹
西
保
健
所

と
連
携
し
、
指
導
・
啓
発
の

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
全
国
の
各
自
治
体
で
は

動
物
愛
護
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
が
進
み
、
一
定
の

効
果
が
出
て
い
る
と
聞
く
が
、

本
市
で
条
例
制
定
の
考
え
は
。

答　
現
状
は
考
え
て
い
な
い

が
、
京
都
府
や
近
隣
自
治
体

の
動
向
を
踏
ま
え
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

（
市
民
総
務
部
長
）

市内で開催された猫の譲渡会

動物愛護管理に関する条例制定を
近隣自治体の動向を踏まえて研究

Q

A
　　　　　　新政会

柴田　　実  議員

その他の質問

・行政のデジタル化について
・汚水処理行政の現状と課題について

問　
最
近
10
年
間
の
水
稲
作

付
面
積
の
推
移
は
。

答　
主
食
・
加
工
・
飼
料
米

合
わ
せ
て
、
２
０
１
５
年
度

は
１
７
３
８
ha
で
あ
っ
た
が

２
０
２
０
年
度
は
１
４
８
７

ha
と
な
り
、
２
５
１
ha
の
減

少
だ
。

問　
特
別
栽
培
米
は
低
農
薬

有
機
栽
培
の
も
と
、
部
会
を

作
り
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
生
産
資
材
も
慣
行
栽

培
と
比
べ
割
高
と
な
る
中
、

補
助
制
度
も
後
退
し
て
い
る
。

農
家
が
継
続
し
て
栽
培
で
き

る
よ
う
支
援
す
べ
き
だ
が
。

答　
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
い
交
付
金
制
度
の
見
直

し
で
、
国
か
ら
の
支
援
金
が

10
　

a
当
た
り
４
千
円
か
ら

８
０
０
円
へ
と
少
な
く
な
っ

た
農
業
者
に
対
し
、
今
後
は

堆
肥
の
使
用
や
秋
鍬
な
ど
新

た
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
で
、
交
付
金
の
増
額
な

ど
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

問　

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
米

「
京
式
部
」
の
機
械
補
助
は
。

答　
色
彩
選
別
機
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
国
や
府
へ
補
助

対
象
と
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

ま
た
、
補
助
基
準
を
満
た
せ

る
よ
う
、
生
産
者
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

問　
「
京
式
部
」
の
福
知
山

市
で
の
作
付
け
拡
大
方
針
は
。

答　
作
付
で
き
る
農
業
者
を

増
や
し
て
い
く
方
向
で
進
め

る
。　
（
産
業
政
策
部
長
）

作付け準備の進む水田

持続可能なコメ作り対策を
特別栽培米の交付金増で支援する

Q

A
　　　日本共産党福知山市会議員団

吉見　純男  議員

その他の質問
・コロナ禍による経済状況悪化のなか、営業を

守る経済対策を
・食肉センターの運営方針を問う
・地域医療を担う三和地域診療所の早急な再開を

一
般
質
問



13　議会だより　No.129

問　
本
市
の
「
脱
ハ
ン
コ
」

に
対
す
る
独
自
の
取
り
組
み

は
。

答　
10
月
に
全
庁
的
に
押
印

手
続
き
の
現
状
を
調
査
し
た
。

11
月
時
点
で
の
調
査
結
果
で

は
、
押
印
が
必
要
な
手
続
き

が
１
５
２
６
件
。
市
の
判
断

で
廃
止
が
可
能
な
手
続
き
は

８
９
５
件
。
国
・
府
の
見
直

し
に
よ
り
廃
止
で
き
る
手
続

き
が
４
７
１
件
。
廃
止
が
困

難
あ
る
い
は
判
断
を
要
す
る

手
続
き
が
１
６
０
件
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
市
内
部
の

手
続
き
で
あ
る
出
勤
簿
、
時

間
外
勤
務
命
令
簿
、
休
暇
申

告
簿
な
ど
は
、
押
印
不
要
と

し
て
い
た
が
、
加
え
て
今
回
、

職
員
向
け
の
各
種
手
当
や
服

務
な
ど
に
係
る
32
件
の
申
請

書
の
押
印
を
廃
止
し
た
。

問　
９
月
議
会
で
、
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
の
た
め
、
市
役
所
、

官
庁
、
専
門
家
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
「
地
域
未
来
構
想
20

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
へ
の
登
録

を
提
案
し
た
が
、
状
況
は
ど

う
か
。

答　
こ
の
提
案
に
よ
り
、
11

月
９
日
に
登
録
申
請
し
た
。

問　
ど
の
よ
う
な
分
野
で
登

録
さ
れ
た
か
。

答 

「
行
政
Ｉ
Ｔ
化
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
」

「
地
域
交
通
体
系
の
整
備
」

の
３
分
野
に
登
録
し
て
い
る
。

（
市
長
公
室
長
）

行政デジタル化に向けた脱ハンコのイメージ図
（総務省資料より）

デジタル化「脱ハンコ」の推進を
テレワーク促進などに役立てたい

Q

A
　　　　　　福知山市議会公明党

大谷　洋介  議員

その他の質問
・子宮頸がん予防ワクチンの接種対象者への通

知について
・廃校を使った企業誘致について
・テレワークを希望する企業誘致について
・空き家を活用した移住・定住について

問　
小
中
学
校
の
給
食
を
一

括
調
理
す
る
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
１
回
の
給
食
で
大

量
の
給
食
（
約
７
千
食
）
を

調
理
し
て
い
る
が
、
地
場
物

食
材
の
使
用
に
つ
い
て
。

答　
給
食
を
軸
と
し
た
食
育

の
推
進
は
子
ど
も
た
ち
が
豊

か
な
人
間
性
を
育
み
生
き
る

力
を
身
に
付
け
て
い
く
た
め

に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
農

家
で
の
収
穫
体
験
を
通
じ
地

産
地
消
の
流
れ
や
、
本
市
の

学
校
給
食
で
使
用
さ
れ
る
仕

組
み
を
学
ん
で
い
る
。
学
校

給
食
用
野
菜
は
一
定
の
規
格

と
品
質
・
量
が
必
要
で
、
お

米
以
外
の
地
場
物
野
菜
・
果

物
の
確
保
に
課
題
が
生
じ
て

い
る
。

問　
給
食
用
食
材
の
地
産
割

合
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

答　
米
は
全
て
福
知
山
産
を

使
用
、
野
菜
は
約
17
％
で
果

物
の
使
用
は
無
い
が
、
今
後

は
献
立
を
工
夫
し
地
場
物
を

多
く
活
用
し
た
い
。

（
教
育
部
長
）

問　
大
量
消
費
す
る
給
食
用

食
材
の
地
産
地
消
割
合
の
増

強
は
地
元
の
生
産
者
や
地
域

経
済
に
は
好
影
響
が
生
じ
る
。

本
市
の
対
策
は
ど
う
か
。

答　
高
齢
化
す
る
生
産
者
が

課
題
だ
が
、
先
端
技
術
を
導

入
し
た
農
業
の
省
力
・
効
率

化
を
推
進
し
、
若
い
就
農
者

の
育
成
と
給
食
の
地
産
地
消

を
促
進
し
、
生
産
者
の
収
益

向
上
を
図
り
た
い
。

（
産
業
政
策
部
長
）

福知山産の米を100％使用した給食の一例
（鶏肉の竜田揚げ、塩コンブ和えと根菜汁）

学校給食の地産地消割合の強化を
給食米は１００％福知山産を使用

Q

A
　　　　　　新政会

田渕　裕二  議員

その他の質問

・指定管理者制度の効果的な運用につ
いて
・ポッポランド設置に向けた現状につ

いて
一
般
質
問
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問　
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
生

息
数
が
増
加
の
傾
向
だ
が
、

捕
獲
計
画
は
。

答　
生
息
が
増
加
し
て
い
る

北
部
地
域
の
捕
獲
を
強
化

し
、
市
全
域
で
、
年
間
シ
カ

４
５
０
０
頭
、
イ
ノ
シ
シ

１
２
０
０
頭
の
捕
獲
計
画
で

あ
る
。

問　
農
水
省
も
環
境
省
も
捕

獲
事
業
予
算
を
拡
充
す
る
計

画
だ
が
、
福
知
山
市
に
お
い

て
捕
獲
強
化
の
た
め
捕
獲
技

術
向
上
、
研
修
会
の
実
施
、

ド
ロ
ー
ン
や
捕
獲
檻
に
セ
ン

サ
ー
の
設
置
を
支
援
す
る
計

画
は
。

答　
今
年
は
、
技
術
的
な
指

導
を
盛
り
込
ん
だ
講
習
会
を

予
定
し
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン

は
安
全
性
と
効
果
が
確
認
で

き
れ
ば
導
入
を
検
討
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
捕
獲
檻

を
導
入
す
る
。

問　
獣
害
防
止
柵
は
令
和
元

年
度
末
で
72
農
区
、
総
延
長

１
１
２
㎞
の
要
望
が
出
て
い

る
が
、
大
幅
な
予
算
増
で
今

年
度
中
に
施
工
で
き
な
い
か
。

答　
今
年
度
設
置
完
了
す
れ

ば
残
り
87
㎞
で
あ
り
、
要
望

の
箇
所
は
、
令
和
３
年
度
設

置
完
了
を
目
指
し
た
い
。

問　
ク
マ
の
出
没
が
今
年
４

月
以
降
82
件
、
対
策
は
。

答　
市
北
部
地
域
の
ク
マ
生

息
調
査
を
10
月
か
ら
し
て
い

る
。
被
害
防
止
を
京
都
府
に

要
望
す
る
。

（
産
業
政
策
部
長
）

捕獲檻にイノシシ3頭

有害鳥獣駆除の対策強化を
獣害防止柵は来年度末に設置完了

Q

A
　　　日本共産党福知山市会議員団

塩見卯太郎  議員

その他の質問
・パーム油バイオマス発電について
・公設卸売市場の検討内容は
・水道事業のあり方について
・消防指令センター共同運用で大規模災害に対

応できるのか

問　
本
市
の
独
居
高
齢
者
数
、

孤
独
死
に
な
ら
な
い
取
り
組

み
、
孤
独
死
さ
れ
た
場
合
は
。

答　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
数

は
、
２
４
６
２
人
（
民
生

児
童
委
員
実
態
情
報
収
集

数
）
。
取
り
組
み
は
、
安
心

見
守
り
事
業
と
し
て
、
24
時

間
３
６
５
日
の
緊
急
通
報
に

対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
る
。
独
居
で
死
亡

さ
れ
葬
祭
人
が
な
い
場
合
は
、

市
長
が
葬
祭
執
行
人
と
な
り

埋
葬
な
ど
行
う
こ
と
と
な
る
。

（
市
長
）

問　
孤
独
死
防
止
の
問
題
と

対
策
は
。

答　
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
な
方
に
つ
い
て
は
、

相
談
窓
口
に
連
絡
を
い
た
だ

き
、
支
援
機
関
や
地
域
の

方
々
が
連
携
す
る
中
で
、
本

人
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し

継
続
し
た
適
切
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
孤
独
死
防

止
対
策
は
。

答　
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

な
が
ら
社
会
的
つ
な
が
り
が

疎
遠
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今

後
も
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

は
な
く
地
域
全
体
で
見
守
り

支
え
あ
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
介
護
あ
ん
し
ん
総

合
セ
ン
タ
ー
で
Ｉ
o
Ｔ
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
他
政
策

と
連
携
し
た
よ
り
充
実
し
た

見
守
り
施
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。（

福
祉
保
健
部
長
）

孤立する高齢者の現状　内閣府「高齢者の
経済生活に関する意識調査（2011年）」

出典：総務省 2019年6月25日時点

コロナ禍での高齢者孤独死防止は
デジタル化を活用し他政策と連携

Q

A
　　　　　　新政会

尾嶋　厚美  議員

その他の質問

・有害鳥獣の捕獲にあたっての業務改善
について
・コロナ禍の発達障害支援についての現況

は
一
般
質
問
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問　
北
部
七
市
町
の
海※

の
京

都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
地
域
本
部
（
観
光

協
会
）
の
中
で
、
唯
一
旅
行

業
務
の
免
許
を
取
得
し
て
い

な
い
の
は
本
市
の
地
域
本
部

だ
け
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
民
間
旅
行
会
社
は
大
打

撃
を
受
け
、
店
舗
数
の
削
減

や
ネ
ッ
ト
へ
の
特
化
な
ど
模

索
を
続
け
て
い
る
が
、
本
市

か
ら
の
撤
退
な
ど
最
悪
の
状

況
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
状

況
の
中
、
大
河
ド
ラ
マ
終
了

を
受
け
、
引
き
続
き
観
光
交

流
人
口
を
拡
大
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
今
こ
そ
旅
行
業

の
免
許
を
取
得
し
自
力
で
稼

ぎ
、
本
市
へ
の
誘
客
に
全
力

を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。

答　
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
各
地

域
本
部
で
は
、
広
域
観
光
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
各
地
域
の
判
断
で
旅
行
業

務
の
資
格
を
取
得
、
ま
た
は

そ
の
資
格
を
持
っ
た
人
を
確

保
し
て
い
る
。
京
丹
後
市
で

は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
宿
泊
部

分
を
地
元
の
旅
行
業
務
取
扱

業
者
が
受
注
す
る
こ
と
で
地

域
に
お
金
が
回
る
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
る
。
こ
の
資
格

を
取
得
す
る
と
、
民
間
旅
行

会
社
と
の
商
談
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
。
ま
た
自
ら
稼
ぎ
地

域
活
性
化
を
牽
引
す
る
た
め
、

旅
行
業
務
の
取
り
扱
い
が
行

え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

（
産
業
政
策
部
長
）

来福をアピールする福知山光秀ミュージアムのチラシ
（福知山光秀プロジェクト推進協議会作成分）

大河後の観光政策とDMOの今後
稼げるDMOとなることも重要

Q

A
　　　　　　蒼士会

足立  治之  議員

その他の質問

・福知山市スポーツ推進計画に基づく本市のス
ポーツ施設の整備と今後の課題と展望につい
て

問　
土
師
の
パ
ー
ム
油
発
電

機
の
燃
料
は
軽
油
仕
様
だ

と
言
う
こ
と
が
発
覚
し
た
。

メ
ー
カ
ー
も
認
め
て
い
な
い

パ
ー
ム
油
を
使
っ
て
、
こ
れ

ま
で
稼
働
し
て
い
た
。
市
の

対
応
は
。

答　
経
済
産
業
省
に
聞
く
と
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
の
認
定
に
お
い
て

使
用
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、

審
査
の
対
象
で
は
な
い
。
違

法
行
為
が
認
め
ら
れ
な
い
限

り
、
国
は
調
査
を
行
う
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。

問　
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

保
険
は
適
応
さ
れ
る
の
か
。

答　
業
者
が
、
ど
ん
な
保
険

に
加
入
し
て
い
る
の
か
は
把

握
す
る
立
場
で
は
な
い
。

問　
市
は
業
者
と
経
済
産
業

省
に
対
し
て
、
再
稼
働
を
さ

せ
な
い
措
置
を
取
る
べ
き
で

は
。

答　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
は
経
済
産
業

省
の
所
管
で
あ
り
、
本
市
が

対
応
す
る
立
場
で
も
な
く
、

権
限
も
な
い
。

（
産
業
政
策
部
長
）

問　
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
パ
ー
ム
油
で
の
騒
音
な

ど
の
測
定
数
値
は
無
効
で
は
。

答　
環
境
基
本
法
の
数
値
に

基
づ
い
て
測
定
し
て
お
り
、

ど
の
機
器
を
使
っ
た
か
の
調

査
は
し
て
い
な
い
。

（
市
民
総
務
部
長
）

問　
消
防
署
が
、
発
電
機
の

燃
料
が
軽
油
だ
と
分
か
っ
て

か
ら
の
、
業
者
へ
の
対
応
は
。

答　
現
在
、
火
災
予
防
上
の

観
点
か
ら
、
対
応
を
検
討
中
。

（
消
防
長
）

再稼働反対を訴える、
土師の地元の女性グループ

発電機は軽油仕様だ、市の対応は
対応する立場でなく権限もない

Q

A
　　　　　　無会派

荒川　浩司  議員

その他の質問
・本市教育委員会の情報開示請求資料の

「廃棄」に対して大阪高裁が市に損害賠償
命令を出した判決についての市の対応は
・大橋市長の選挙公約「障害者雇用1000

人のまちプロジェクト」の具体的な取
り組みは

※海の京都DMO…海の京都観光圏を構成する京都府北部7市町（福知山市・綾部市・舞鶴市・宮津市・京丹後市・伊根町・与謝野町）の連携とネット
ワークの強化を図り、観光経営の視点で観光地域づくりをマネジメントするため、各観光協会が経営統合・参加することにより設立された組織。

一
般
質
問
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問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地

域
経
済
対
策
、
活
性
化
策
は
。

答　
市
民
の
健
康
と
安
全
を

第
一
と
し
つ
つ
、
国
・
府
と

連
携
し
た
事
業
者
の
事
業
継

続
を
下
支
え
し
、
本
市
独
自

の
施
策
を
実
施
し
て
き
た
。

（
市
長
）

問　
地
域
内
経
済
の
循
環
策

や
消
費
喚
起
策
が
重
要
だ
が
、

具
体
的
な
施
策
は
。

答　
地
域
経
済
対
策
が
弱
い

と
は
考
え
て
い
な
い
。
業
種

業
態
変
換
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
お

う
え
ん
事
業
を
実
施
し
、
41

件
の
申
請
が
あ
り
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
も
つ
な

が
っ
た
。

問　
他
府
県
の
市
町
で
は
レ

シ
ー
ト
大
作
戦
と
し
て
、
10

倍
以
上
の
経
済
効
果
を
生
み

出
す
施
策
も
あ
る
。
ま
た
機

運
上
昇
と
い
え
ば
イ
ベ
ン
ト

が
重
要
だ
が
、
イ
ベ
ン
ト
の

認
識
は
。

答　

 

地
域
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
は
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
と
な
っ
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
則
り
、
安
心
安
全
な
イ

ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
る
よ
う

協
議
を
行
い
、
支
援
を
考
え

て
い
く
。

問　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
の

経
済
活
性
化
の
方
向
性
は
。

答　
長
期
化
が
予
想
さ
れ
、

感
染
拡
大
の
状
況
や
国
・
府

の
動
向
を
注
視
し
、
市
内
事

業
者
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

（
産
業
政
策
部
長
）

積極的な地域経済循環施策が重要
（写真：泉大津市レシート大作戦一部抜粋）

コロナ禍の本市経済対策の評価は
地域経済全体を下支えした

Q

A
　　　　　　福知山未来の会

小松　遼太  議員

その他の質問

・2022年4月1日から成人年齢引き下げ
（18歳）を含む、これからの成人式のあ
り方について

問　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

条
例
に
関
わ
る
施
策
推
進
計

画
の
３
カ
年
計
画
が
最
終
年

と
な
っ
て
い
る
が
。

答　
施
策
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
障
害
理
解
の
促
進
を

図
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
運

動
」
を
実
施
し
障
害
の
あ
る

人
へ
の
支
援
や
配
慮
を
実
践

す
る
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
し
て
き
た
。
市
職
員

研
修
の
ほ
か
市
民
向
け
研
修

会
を
こ
れ
ま
で
に
７
回
開

催
し
た
。
ま
た
、
民
生
児

童
委
員
や
学
校
な
ど
へ
の

出
前
講
座
を
20
回
実
施
し

た
。
令
和
２
年
11
月
末
現
在

で
１
９
１
１
人
の
「
あ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
た
。

問　
福
知
山
市
役
所
に
正
職

員
の
手
話
通
訳
士
、
手
話
通

訳
者
の
配
置
は
。

答　
現
在
、
本
市
に
は
嘱
託

職
員
の
手
話
通
訳
者
を
１
名

配
置
し
て
い
る
。
手
話
を
必

要
と
さ
れ
て
い
る
方
が
来
庁

さ
れ
た
際
に
は
、
障
害
者
福

祉
課
に
配
置
し
て
い
る
手
話

通
訳
者
が
対
応
し
て
お
り
、

不
在
の
際
に
は
委
託
し
て
い

る
設
置
通
訳
者
が
対
応
す
る

よ
う
努
め
て
い
る
。（

市
長
）

あいサポーター研修

※手話言語条例の施行後の成果は
1911人のあいサポーターを養成

Q

A
　　　　　　福知山未来の会

中嶋　　守  議員

その他の質問
・本市の小中学校不登校児童生徒の現状とその対応について
・市立小、中学校の児童生徒用トイレの改修（洋式化）の現状と、

職員トイレの今後の整備改修（洋式化）の必要性について
・市立小中学校の学校給食費の集金の現状及び給食センターにおけ

る公会計化に向けた動きについて

※手話言語条例…福知山市手話言語及び障害のある人の多様なコミュニケーション促進条例の略

一
般
質
問
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問　
令
和
３
年
４
月
開
校
に

向
け
た
大
江
地
域
学
校
統
合

整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　
小
学
校
棟
は
令
和
２
年

10
月
に
完
成
。
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
バ
ス
乗
降
場
、
駐
車
場

は
現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
。

問　
新
し
い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

は
校
舎
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ

に
作
ら
れ
る
。
ト
イ
レ
や
倉

庫
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　
学
校
と
協
議
し
、
防
犯
、

維
持
管
理
面
を
考
慮
し
て
、

作
ら
な
い
と
決
め
た
。

（
教
育
部
長
）

問　
現
在
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
建
物
は
老
朽
化
し
て

い
る
。
安
全
上
も
学
校
に
隣

接
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
必

要
だ
が
。

答　
来
年
度
は
現
行
通
り
の

美
鈴
小
学
校
の
施
設
で
運
営

す
る
予
定
だ
が
、
早
期
の
整

備
が
必
要
。
候
補
地
と
し
て

大
江
中
学
校
に
隣
接
し
、
今

年
度
末
で
廃
止
す
る
大
江
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を

計
画
し
て
い
る
。（

教
育
長
）

問　
閉
校
後
の
跡
地
利
活
用

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

地
域
の
避
難
所
と
し
て
の
機

能
を
残
す
こ
と
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
希
望
を
考
慮
す
る
。

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
早
期

に
、
地
域
の
希
望
や
要
望
を

基
に
進
め
る
。（

財
務
部
長
）

放課後児童クラブの候補地の
大江学校給食センター

放課後児童クラブは学校に隣接を
大江給食センターを候補地に計画

Q

A
　　　日本共産党福知山市会議員団

中村　初代  議員

その他の質問

・コロナ感染症対策　検査体制の拡充、医療・
介護・福祉分野への支援について
・資源リサイクルの促進、資源ごみ集団回収報

奨金の引き上げを

活
動
日

11
月
10
日
㈫

視
察
先

三
和
学
園

三
和
学
園
の
特
色
あ
る
教
育

○
幅
の
広
い
異
年
齢
集
団
活
動

　

現
在
、
全
校
児
童
生
徒
数
1
3

4
人
、
1
年
生
か
ら
9
年
生
ま
で
が

在
籍
し
、
多
様
な
交
流
や
関
係
性
が

生
ま
れ
て
い
る
。

日
常
的
に
異
年
齢
で
活
動
で
き
る

こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
、
上
級
生

と
下
級
生
の
関
わ
り
の
中
で
お
互
い

が
伸
び
て
い
く
。
一
貫
教
育
で
中
学

生
が
す
ご
く
落
ち
着
い
た
と
先
生
か

ら
お
聞
き
し
た
。

○
一
部
教
科
担
任
制
と
専
科
教
育

小
学
生
に
中
学
校
教
師
が
授
業
を

行
い
、
中
学
校
教
師
の
専
門
性
が
生

か
さ
れ
て
い
る
。
当
日
は
理
科
と
英

語
の
授
業
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

○
三
和
創
造
学
習

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
、
地
域
の
魅

力
を
学
び
愛
着
を
育
む
「
三
和
創
造

学
習
」
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
三

和
学
園
の
理
念
で
あ
る
地
域
社
会
と

一
体
と
な
っ
た
人
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

全
体
を
通
し
て

・
夜
久
野
学
園
の
取
り
組
み
を
参
考

に
検
証
を
重
ね
て
き
た
と
の
説
明
が

あ
り
、
シ
ー
ム
レ
ス
学
園
構
想
が
う

ま
く
実
践
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

・
令
和
3
年
4
月
に
は
、
大
江
町
で

小
中
一
貫
教
育
校
が
開
校
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
夜
久
野
、
三
和
、
大

江
の
3
町
が
小
中
一
貫
校
と
な
る
。

地
域
を
挙
げ
て
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
大
切
に
守
り
、
育
て
る
、
素

晴
ら
し
い
学
園
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
先
生
方
や
生
徒

会
本
部
生
徒
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世

話
に
な
り
、
授
業
参
観
や
校
舎
案
内
、

懇
談
会
、
給
食
試
食
な
ど
、
充
実
し

た
視
察
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 ランチルームにて

生徒会本部生徒との懇談会

中学校教師による英語の授業

市内で2校目の施設一体型小中一貫教育校
三和学園（平成31年4月開校）の現状を視察

教育厚生
委 員 会

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告



No.129　議会だより　18

活
動
日

11
月
24
日
㈫

産
業
建
設
委
員
８
名
は
、
京
都
府

福
知
山
地
方
総
合
庁
舎
に
お
い
て
、

「
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
に
関
す
る

要
望
書
」
を
西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事

へ
提
出
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
す

る
。要

望
事
項
と
回
答
概
要

中
丹
地
域
有
害
処
理
施
設
管
理
運
営

に
か
か
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

　
年
間
の
稼
働
は
計
画
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
経
費
負
担
に
つ
い
て

は
、
３
市
協
議
の
中
で
京
都
府
も
一

緒
に
検
討
を
し
た
い
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
の
強
化
と
財
政

支
援
に
つ
い
て

　
農
林
水
産
省
で
は
、
捕
獲
活
動
の

抜
本
的
強
化
と
し
て
、
捕
獲
頭
数
の

増
加
に
応
じ
た
活
動
費
の
支
援
拡
充

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
動
き

に
注
目
し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
防
除
対
策
に
か
か
る
財
政

支
援
な
ど
に
つ
い
て

　
侵
入
防
止
策
の
未
実
施
区
間
の
解

消
に
つ
い
て
は
、
福
知
山
市
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
で
は
３
カ
年
で
実
施
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
１
年
前

倒
し
で
取
り
組
み
た
い
と
の
要
望
も

踏
ま
え
て
、
予
算
確
保
に
協
力
し
て

い
き
た
い
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
個
体
数
管
理
と
人

命
優
先
か
つ
迅
速
な
対
応
に
つ
い
て

　
被
害
対
策
チ
ー
ム
の
活
動
を
強
化

し
、
山
裾
の
藪
を
刈
り
払
い
見
通
し

を
よ
く
し
て
ク
マ
に
警
戒
心
を
与
え

る
「
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
」
の
整
備
や

不
要
な
柿
の
木
の
伐
採
な
ど
、
地
域

と
一
体
と
な
り
集
中
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

「有害鳥獣対策の強化に関する要望書」
京都府へ提出、意見交換

産業建設
委 員 会

平田俊也副局長に要望書手交

京都府福知山地方総合庁舎での意見交換

一級河川 由良川
防災対策を高める「大野ダム」を視察

実
施
日

11
月
27
日
㈮

視
察
研
修

　
一
級
河
川
由
良
川
の
上
流
部
（
本

市
か
ら
約
40
㎞
）
に
設
置
さ
れ
て
い

る
大
野
ダ
ム
の
視
察
を
実
施
し
た
。

治
水
と
利
水

　
大
野
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
が
主
た

る
目
的
だ
が
、
豊
か
な
貯
留
水
を
活

用
し
た
水
力
発
電
の
大
野
発
電
所
が

併
設
さ
れ
て
お
り
、
利
水
の
目
的
も

兼
ね
備
え
た
「
多
目
的
ダ
ム
」
で
あ

る
。

洪
水
調
節

　
主
た
る
目
的
で
あ
る
洪
水
調
節
で

は
、
平
成
25
年
９
月
台
風
第
18
号
、

平
成
29
年
10
月
台
風
第
21
号
な
ど
で
、

洪
水
調
節
を
行
っ
た
。
大
野
ダ
ム
が

な
か
っ
た
場
合
に
は
下
流
域
に
甚
大

な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
恐
れ

が
あ
り
、
大
野
ダ
ム
は
由
良
川
流
域

の
洪
水
被
害
の
軽
減
に
非
常
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。

事
前
放
流

　

近
年
の
豪
雨
の
頻
発
化
を
踏
ま

え
、
台
風
等
に
よ
り
大
雨
が
予
測
さ

れ
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
貯
留
水
を

放
流
し
、
貯
水
位
を
現
在
の
最
低
水

位
か
ら
最
大
５
ｍ
下
げ
る
「
事
前
放

流
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
令
和
２

年
８
月
か
ら
水
位
を
２
ｍ
下
げ
る
暫

定
運
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
令
和

２
年
10
月
に
は
水
位
を
５
ｍ
下
げ
る

実
証
実
験
が
行
わ
れ
、
令
和
３
年
出

水
期
か
ら
本
格
運
用
が
行
わ
れ
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

洪
水
調
節
容
量
が
最
大
約
１
８
１
万

㎥
増
え
、
洪
水
調
節
容
量
を
使
い
切

る
可
能
性
が
生
じ
た
場
合
に
放
流
量

を
徐
々
に
増
加
さ
せ
、
流
入
量
と

同
程
度
を
放
流
す
る
「
異
常
洪
水

時
防
災
操

作
（
緊
急

放
流
）
」

へ
の
移
行

リ
ス
ク
が

低
減
さ
れ
、

下
流
域
の

治
水
安
全

度
が
向
上

す
る
。

放
流
水
の
到
達
時
間

　
大
野
ダ
ム
か
ら
の
放
流
水
は
約
３

～
５
時
間
か
け
て
福
知
山
市
域
に
到

達
す
る
が
、
雨
の
降
り
方
や
支
川
か

ら
の
流
入
に
も
左
右
さ
れ
て
、
由
良

川
の
水
位
上
昇
が
さ
ら
に
早
ま
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
急
激
な
水
位
上
昇

に
は
最
大
限
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
と
め

　
大
野
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
に
よ
っ

て
由
良
川
流
域
の
洪
水
被
害
軽
減
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
今
回
の
視

察
に
よ
り
、
大
野
ダ
ム
の
重
要
性
と

必
要
性
を
再
認
識
し
た
。

由良川改修促
進特別委員会

大野ダムの放流ゲートを見下ろす委員

委
員
会
活
動
報
告
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会派名・無会派
議員名（人数）

上半期交付額確定額
(令和2年4月～9月)

会派名・無会派
議員名（人数）

上半期交付額確定額
(令和2年4月～９月)

福 知 山 市 議 会
公 明 党（3 人） 13,860 日 本 共 産 党

福知山市会議員団（5 人） 138,100

蒼 士 会（3 人） 18,700 大 志 の 会（2 人） 0

福知山未来の会（4人） 0 新 政 会（6 人） 122,381

無会派 荒川浩司（1人） 0 計　　（24 人） 293,041

　令和２年度上半期（４月から９月分）の政務活動費を各会派へ交付しました。
　また、政務活動の実績報告書、領収書、視察研修報告書の写しを市役所１
階情報公開コーナーおよび市議会のホームページで公開しています。

令和２年度　上半期の政務活動費を各会派へ交付 福知山市議会は、新型コロナウ
イルス感染症対策への財源とし
て活用していただくことを目的
に、令和２年度の政務活動費（年
間 1人 18万円を上限）につい
て、議員 1人当たり年間 10万
円を削減しました。
その削減額から生じた財源240
万円は、新型コロナウイルス感
染と同時期に流行することを防
ぐための「インフルエンザ予防
接種事業」の財源として活用さ
れます。

2月 26日(金) 本会議 〔施政方針、提案理由説明（新年度予算関係）〕
3月   8日(月) 本会議 〔質疑～委員会付託（新年度予算関係）、提案理由説明〔追加〕
   （補正予算、条例等）、代表質問〕
   9日(火) 本会議 〔質疑～委員会付託（補正予算、条例等）、代表質問〕
 10日(水) 所管別委員会 〔付託議案審査（条例・その他）※新年度提案関係、
   ３月提案関係質疑・討論・採決〕
 11日(木) 予算審査委員会 〔補正・新年度予算等〕
 12日(金) 予算審査委員会 〔補正・新年度予算等〕　
 15日(月) 予算審査委員会 〔補正・新年度予算等〕
 16日(火) 予算審査委員会 〔補正・新年度予算等〕
 17日(水) 予算審査委員会 （予備日）
 22日(月) 予算審査委員会 〔総括質疑（新年度予算等）〕
 24日(水) 予算審査委員会 〔自由討議、討論、採決（補正・新年度予算等）〕
 29日(月) 本会議 〔委員長報告～採決〕
 30日(火)  （ 会 期 ）

※この会議予定は、今後変更になる場合があります。
　また、このほかに、全議員協議会などの会議を開催します。

3月定例会 の予定（33日間）

令和２年度上半期交付確定額

　

令
和
３
年
を
迎
え
、
マ
ス
ク

を
と
っ
て
思
い
切
り
話
し
、
集

ま
り
、
地
域
が
活
発
に
動
け
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、

１
月
13
日
に
は
２
度
目
と
な
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
事
態
宣
言
が
京
都
府
に
も

出
さ
れ
厳
し
い
年
明
け
と
な
り

ま
し
た
。

　

福
知
山
市
議
会
は
昨
年
、
繰

り
返
す
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
な
ど

の
補
正
予
算
に
対
し
、
市
民
生

活
や
地
域
経
済
の
維
持
に
つ
い

て
審
議
し
、
諸
課
題
と
と
も
に

今
後
の
市
政
を
問
う
様
子
を
、

議
会
だ
よ
り
で
届
け
て
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
気
持
ち
を
引

き
締
め
て
「
伝
わ
る
情
報
」
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（

広
報
広
聴
委
員
会
）

（
広
報
広
聴

編
集
後
記

お
知
ら
せ
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No.36

福知山城を中心に甲冑でおもてなし「丹波福知山手作り甲冑隊」
■今回の訪問議員：小松　遼太　・　柴田　実　

広告
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今
年
で
創
立
10
周
年
を
迎

え
る
丹
波
福
知
山
手
作
り
甲

冑
隊
。
明
智
光
秀
が
築
い
た

城
下
町
・
福
知
山
城
を
中
心

に
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
時
・

麒
麟
が
く
る
放
送
中
・
そ
の

後
の
展
望
も
含
め
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
か
？

中
心
メ
ン
バ
ー
は
50

代
〜
70
代
の
７
名
、

総
勢
22
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
活
動
10
年
目
を
迎
え
、

ご
縁
や
、
つ
な
が
り
で
、
こ

れ
ま
で
福
知
山
お
城
ま
つ
り

や
酒
呑
童
子
ま
つ
り
、
ド
ッ

コ
イ
セ
ま
つ
り
で
は
甲
冑
を

着
て
踊
り
賞
も
も
ら
い
ま
し

た
。
他
に
も
明
智
光
秀
ゆ
か

り
の
地
で
長
岡
京
ガ
ラ
シ
ャ

祭
や
亀
岡
光
秀
ま
つ
り
、
そ

の
他
兵
庫
や
新
潟
な
ど
全
国

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
年
４
〜
５

回
は
出
陣
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
八
上
城
や
黒
井
城
、
亀

山
城
な
ど
と
大
丹
波
手
作
り

甲
冑
交

流
の
会

と
し
て

他
市
町

の
イ
ベ

ン
ト
や

お
祭
り

に
参
加

も
し
て

い
ま
す
。福

知
山
城
付
近
で
出
没

情
報
が
あ
り
ま
す
が
？

主
に
土
日
の
午
前
中
に

甲
冑
を
着
て
お
も
て
な

し
を
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
一

緒
に
撮
っ
た
り
、
お
城
の
簡
単

な
説
明
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
で
一
時
自
粛
せ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
多
い
時
は
１
日
に

３
０
０
組
ほ
ど
一
緒
に
撮
影

し
た
り
し
ま
し
た
。
去
年
ま

で
外
国
人
観
光
客
も
多
か
っ

た
で
す
が
、
外
国
人
か
ら
は

「free?

」
と
写
真
が
無
料
な

ん
て
凄
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま

し
た
。甲

冑
は
何
で
で
き
て

い
る
の
で
す
か
？

紙
で
で
き
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
市
主
催
の
手

作
り
甲
冑
教
室
に
参
加
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
日
本
古
来

の
鎧
造
で
上
質
な
厚
紙
を
使

用
し
、
約
４
〜
６
カ
月
製
作

に
時
間
を
要
し
ま
す
。一
人
で

す
で
に
24
体
を
作
っ
た
人
も

い
ま
す
。
子
ど
も
用
も
あ
り

無
料
着
付
け
体
験
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
着

脱
の
し
や
す
い
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
も
。
若
い
人
や
女
性
に

も
甲
冑
を
広
め
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
着
る
と
背
筋
が
ピ

シ
ッ
と
な
り
気
分
が
高
揚
し

ま
す
よ
。

今
後
の
活
動
は
？

今
年
は
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
取
材
や
行
政

か
ら
の
依
頼
で
た
く
さ
ん
の

方
々
に
甲
冑
隊
を
知
っ
て
も

ら
い
、
「
新
作
能
」
で
の
コ

ラ
ボ
も
決
ま
り
ま
し
た
。
今

後
は
さ
ら
に
自
衛
隊
や
福
知

山
公
立
大
、
淑
徳
太
鼓
と
コ

ラ
ボ
な
ど
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
愛
す
る

お
城
と
共
に
「
十
分
な
事
は

で
き
な
い
が
お
も
て
な
し
や

賑
や
か
し
は
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
存
ず
る
」
の
合
言
葉

の
も
と
元
気
よ
く
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

株式会社ファーストライン　本社
〒620-1444　京都府福知山市三和町芦渕347
TEL：0773-59-2212

中長距離・近距離ドライバー随時募集中！

お か げ さ ま で 創 立 3 0 年

市民の皆様、お世話になっております。

社会福祉法人 五十鈴会です。
■ 特別養護老人ホーム五十鈴荘（二俣）
■ 高齢者生活支援施設きらら（行積）

福知山市大江町二俣1607番地（法人本部）

☎0773-56-1981

〇職員（正職員・パート職員）を随時受け付けています。
〇法人では、皆様からのご寄附を募っています。
　詳しくはお電話又はホームページをご覧ください。

問い合わせ先

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

左から豊島建治 伝令、梅垣秀基 隊員、
西雄直樹 副隊長、寺本吉勝 隊長、田
村宏

ひろむ

 指南奉行

あやべ丹の国まつりにて

光秀ラッピング電車出発セレモ
ニーにて

《
感 

想
》
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

通
じ
て
、
福
知
山
の
歴
史
や

文
化
、
そ
し
て
甲
冑
愛
を
感

じ
ま
し
た
。
甲
冑
を
持
っ
て

全
て
自
費
で
長
距
離
移
動
や

活
動
を
す
る
苦
労
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
そ
の
愛
と
何
よ

り
楽
し
く
活
動
す
る
姿
に
親

近
感
が
わ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
人
を
巻

き
込
み
、
福
知
山
を
盛
り
上

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
！

甲冑隊入隊や甲冑
製作にご興味があ
れば豊島さんまで。
0773-22-3005
(店舗兼用)
活動の
様子は
こちら
から。
https://ameblo.jp/
neco33kikyo/

福知山城周辺（ゆらのガーデン）
でおもてなし




